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自
治
退
会
員
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
こ
そ

私
た
ち
の
取
り
組
み
を
強
め
さ
ら

に
希
望
の
持
て
る
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
は
、

私
た
ち
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
・
公
の
勝
利
、
民
主
党
は

惨
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
厳
し
い

情
勢
の
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

自
治
退
は
自
治
労
と
一
体
と
な
っ

て
全
国
で
強
力
な
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
き
自
治
労
組
織
内
の

「
相
原
く
み
こ
」
さ
ん
の
勝
利
を

か
ち
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

民
主
党
に
は
「
生
活
者
、
働
く

者
の
立
場
を
代
表
す
る
政
党
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
こ
に
依

拠
し
て
党
の
再
生
を
図
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

自
治
退
は
大
震
災
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を
願
い
、

こ
の
災
害
・
事
故
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
脱
原
発
・
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
立
に
向
け

て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
運
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。参

議
院
選
挙
で
圧
勝
し
た
安
倍

政
権
は
、
党
是
で
あ
る
改
憲
を
視

野
に
、「
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る

解
釈
改
憲
」、民
主
主
義
に
敵
対
す

る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
を
制
定

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て

や
、
労
働
者
の
権
利
否
定
・
反
動

教
育
行
政
と
矢
継
ぎ
早
に
反
動
政

治
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
高
齢
者
に
対
し
て
も
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
存
続
を

は
じ
め
、
デ
フ
レ
下
で
の
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
実
施
の
検
討
や
、

７０
才
か
ら
７４
才
の
医
療
費
２
割
負

担
の
実
施
、
介
護
保
険
制
度
の
改

悪
、
年
金
課
税
の
強
化
な
ど
攻
撃

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
対
し
、
私
た
ち
は
、
社
会

保
障
の
充
実
・
医
療
と
介
護
が
連

携
し
た
真
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
実

現
を
目
指
し
て
自
治
労
や
退
職
者

連
合
と
連
携
し
て
、
地
域
か
ら
全

国
的
な
闘
い
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

平
和
憲
法
を
地
域
に
根
付
か

せ
、
沖
縄
を
は
じ
め
軍
事
基
地
の

撤
去
な
ど
の
闘
い
に
つ
い
て
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
も
連
携
し
て
、
中

央
、
地
方
で
の
取
り
組
み
を
重
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
退
の
２５
万
人
組
織
建
設
に

つ
い
て
、
全
国
で
献
身
的
な
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
、
も
う
一
息
で

到
達
す
る
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

末
に
は
、
都
市
交
通
退
職
者
協
議

会
と
自
治
退
と
の
組
織
統
合
に
つ

い
て
両
組
織
の
基
本
的
合
意
が
実

現
し
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
と
と

も
に
力
強
い
組
織
作
り
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
明
る
く
元
気
で
楽
し
み

な
が
ら
自
治
退
運
動
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

退
職
者
会
の
み
な
さ
ま
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
８
月
の
第
８６
回
定
期
大

会
で
、
新
た
に
中
央
執
行
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
氏
家
で

す
。
自
治
労
を
代
表
し
て
、
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情

勢
で
す
が
、
一
強
他
弱
と
も
い
わ

れ
る
政
治
状
況
の
も
と
、
自
民
党

・
安
倍
政
権
は
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ

姿
勢
を
強
め
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
か
ら
消
費
税
増
税
と
な
り
ま
す

が
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

と
い
わ
れ
る
一
方
で
、
自
助
・
自

立
を
第
一
に
、
負
担
増
と
削
減
の

方
針
ば
か
り
が
示
さ
れ
、
社
会
保

障
に
関
し
て
は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
議
論
が
置
き
去
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
の
３５
・
２
％
が

非
正
規
雇
用
と
い
う
現
状
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
保
護

規
制
の
緩
和
に
関
す
る
議
論
や
復

興
特
別
法
人
税
廃
止
を
打
ち
出

し
、
さ
ら
に
法
人
税
の
引
き
下
げ

を
め
ざ
そ
う
と
す
る
な
ど
、
生
活

者
や
労
働
者
を
顧
み
ず
、
企
業
優

先
の
改
革
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
政
府
は

地
方
交
付
税
を
一
方
的
に
削
減

し
、
地
方
公
務
員
給
与
削
減
を
強

制
し
て
地
方
自
治
・
労
使
自
治
に

介
入
す
る
と
い
う
重
圧
を
か
け
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
国
民
世

論
に
反
す
る
原
発
の
再
稼
働
や
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
憲
法
改
悪

な
ど
の
動
き
を
強
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
企
業
優

先
・
中
央
集
権
・
格
差
拡
大
の
政

治
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
克
服
し
て
い

く
た
め
に
は
、
や
は
り
自
民
党
な

ど
に
政
策
的
に
も
対
抗
で
き
る
政

治
勢
力
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
昨
年
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
、
自
治
労
組
織
内
候
補

「
あ
い
は
ら
く
み
こ
」
は
、
再
当

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
退
職
者
会
の
み
な
さ
ま
に

は
、
長
期
に
わ
た
る
ご
支
援
と
、

全
国
で
自
治
労
運
動
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
共
生
と
連

帯
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
５
年
の
統

一
自
治
体
選
挙
、
さ
ら
に
は
そ
の

後
の
国
政
選
挙
を
見
据
え
て
、
自

治
労
と
し
て
も
み
な
さ
ん
と
連
携

を
強
め
る
中
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
組
織
統
合
を
行
っ
た
日
本

都
市
交
通
労
働
組
合
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
自
治
労
は
今
年
１
月

を
も
っ
て
結
成
６０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
先
輩
の
み
な
さ
ま
が
築
か
れ

た
成
果
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
発

展
さ
せ
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
、
自
治
労
運
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

厳
し
い
状
況
を
打
破
し
て
い
く

た
め
、
今
年
も
な
お
一
層
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

反
動
政
治
を
許
さ
ず
、
自
治
退
組
織
を

強
化
し
て
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

「
共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
持
続
可

能

な

社

会

」
を

め

ざ

し

て

ふく だ とし ひさ

福田利久 自治退
会 長

う じ い え つね お

自治労
委員長氏家常雄

平和と社会保障の充実のために

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

福
田

利
久
（
自
治
労
横
浜
市

従
退
職
者
会

）

副
会
長

橋
口
甚
之
輔
（
福

岡

県

庁

退
職
者
協
議
会

）

副
会
長

吉
沢

弘
久
（
自
治
労
六
番
町

退

職

者

会

）

事
務
局
長

川
端

邦
彦
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会

）

会

計

黒
崎

和
夫
（
東
京
自
治
体

合
同
退
職
者
会

）

事
務
局

次

長

中
西

満
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会

）

理

事

樋
口

透
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

理

事

藤
田

生
兵
（
新

潟

県

退
職
者
の
会

）

理

事

山
内

武
雄
（
自
治
労
新
潟
県

本
部
自
治
体
退

職

者

会

）

理

事

中
田

英
雄
（
さ
い
た
ま
市

退

職

者

会

）

理

事

山
田

博
由
（
栃
木
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

本
郷

真
一
（
東
京
都
港
区

職
員
退
職
者
会

）

理

事

石
井

佳
治
（
�
福
井
県
庁

退
職
者
連
盟

）

理

事

平
松

一
美
（
�
三

重

県

友

の

会

）

理

事

坂
谷

達
也
（
自
治
労
滋
賀
県
本

部

退

職

者

会

）

理

事

中
村

昇
（
�
和
歌
山
県
職

員
退
職
者
会

）

理

事

黒
田

征
宣
（
兵
庫
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

下
松

聡
忍
（
大
竹
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

北
村

良
平
（
高
知
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

真
子

輝
雄
（
小
城
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

加
藤

政
継
（
長
崎
県
自
治
体

退

職

者

会

）

理

事

長
野

直
實
（
日
南
市
役
所

退

職

者

会

）

理

事

（
退
職
者
連
合
）

野
田
那
智
子
（
自
治
労
六
番
町

退

職

者

会

）

会
計
監
査

藤
田

惣
一
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

会
計
監
査

水
上

義
博
（
大
阪
市
職
員

退

職

者

会

）

相
談
役

金
井

洪
司
（
東
京
自
治
体
合

同
退
職
者
会

）

自治労中央機関紙
発 行 所

全日本自治団体労働組合
東京都千代田区六番町１
TEL ０３－３２６３－０２７３
FAX ０３－５２１０－７４２２
定価一部３０円１年間９００円
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（ふくだ としひさ）１９３４年生
まれ。５２年横浜市役所に入職。自
治労横浜市従副委員長、神奈川
県本部書記長・副委員長を歴任。
長洲一二と県民の会、飛鳥田一
雄と市民の会の事務局長など地
域活動。全日本自治体退職者会
副会長を経て１０年会長に就任。

（うじいえ つねお）１９５３年１２月
２日生まれ。１９７７年４月東京都
葛飾区役所入職。葛飾区職員労
働組合執行委員長、自治労東京
都本部書記長を歴任し、２０１１年
９月に自治労本部書記長。２０１３
年９月本部中央執行委員長に就
任。同年１０月連合会長代行就任。
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退職者会
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議案１

議案２

議案３議案４

議案５

平
和
と
人
権
、
社
会
保
障
改
革

を
め
ざ
す
運
動
方
針
を
決
定

運
動
方
針

１
号
議
案
は
川
端
事
務
局
長
か

ら
、
①
情
勢
と
運
動
の
目
標
、
②

社
会
保
障
な
ど
の
充
実
、
③
公
正

な
税
制
を
め
ざ
す
、
④
平
和
と
人

権
を
守
り
、
市
民
が
主
人
公
の
社

会
つ
く
り
を
め
ざ
す
、
⑤
地
球
環

境
を
守
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜

本
転
換
を
め
ざ
す
、
⑥
２５
万
自
治

退
を
め
ざ
し
、
組
織
の
拡
充
を
図

り
、
関
係
組
織
と
の
連
携
を
め
ざ

す
、
⑦
効
果
的
で
効
率
的
な
組
織

運
営
に
努
め
る
、
⑧
福
利
厚
生
活

動
を
強
め
る
、
⑨
具
体
的
な
運
動

の
展
開
、
の
９
項
目
に
つ
い
て
提

案
し
た
。
方
針
に
は
、
５
人
の
代

議
員
の
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、

本
部
答
弁
の
後
、
満
場
の
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

【
代
議
員
の
主
な
発
言
】

・
原
発
の
「
即
時
廃
止
」
を

・
沖
縄
米
軍
基
地
撤
去
の
取
組
み

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
原
発
事
故
被
害
の
状
況
や
避
難

者
の
現
況
に
つ
い
て

・
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
反
対
を

・
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み

・
自
治
労
共
済
へ
の
取
り
組
み

・
大
阪
維
新
の
会
、
大
阪
都
構
想

へ
の
取
り
組
み

【
本
部
答
弁
】

・
原
発
「
即
時
廃
炉
」
を
求
め
主

張
し
続
け
る

・
普
天
間
問
題
は
今
総
会
の
特
別

決
議
を
共
有

・
原
発
事
故
の
影
響
や
対
策
の
現

況
等
の
報
告
を
受
け
止
め
る

・
特
定
秘
密
保
護
法
へ
の
考
え
方

は
発
言
者
と
全
く
同
じ

・
自
治
労
共
済
に
つ
い
て
位
置
付

け
取
り
組
ん
で
い
る

・
橋
下
市
政
や
維
新
の
会
に
対
し

一
緒
に
取
り
組
む

２
０
１
４
年

度
会
計
予
算

黒
崎
会
計
が
２
０
１
４
年
度
一

般
会
計
、
非
常
事
態
積
立
特
別
会

計
、
役
員
退
職
慰
労
金
特
別
会

計
、
の
３
予
算
案
を
提
案
し
、
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

規
約
の
一

部

改

正

都
市
交
退
と
の
組
織
統
合
や
民

間
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
仲
間
の
加
入

等
を
念
頭
に
、規
約
４
条（
組
織
）

を
、「
こ
の
会
は
、
こ
の
会
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
地
方
公
務
員
、
地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
、
自
治
労

加
盟
組
合
員
等
の
退
職
者
及
び
遺

族
を
構
成
員
と
す
る
団
体
を
持
っ

て
組
織
す
る
。」
と
の
改
正
を
提

案
し
、
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
た
。

都
市
交
退
と
の
組
織
統
合
を

満
場
の
賛
成
で
決
定

都
市
交
退
協
と
自
治
退

と
の
組
織
統

合

自
治
退
は
１０
月
２９
日
に
関
係
県

本
部
代
表
者
会
議
及
び
役
員
会

で
、
こ
の
間
の
協
議
結
果
を
踏
ま

え
都
市
交
退
協
と
の
組
織
統
合
方

針
を
決
定
し
、
具
体
的
な
統
合
条

件
等
に
つ
い
て
合
意
書
を
作
成
し

最
終
的
な
協
議
を
行
っ
た
。
１１
月

１３
日
に
塩
田
都
市
交
退
協
会
長
と

福
田
自
治
退
会
長
と
の
間
で
統
合

合
意
書
に
署
名
・
押
印
し
た
。

今
総
会
で
は
、
こ
の
合
意
を
確

認
し
来
年
６
月
１
日
の
統
合
完
了

に
向
け
、
自
治
退
県
本
部
と
都
市

交
退
協
の
地
域
組
織
が
具
体
的
協

議
を
開
始
す
る
こ
と
を
満
場
の
拍

手
で
確
認
し
た
。

次
期
総
会
は

広
島
市
で

次
期
総
会
は
、
２
０
１
４
年
１１

月
１３
日
（
木
）
１３
時
３０
分
か
ら
１７

時
３０
分
の
日
程
で
、
広
島
市
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

特
別
決
議

九
州
地
連
よ
り
「
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
反
対
・
普
天
間
基
地
の
即
時

閉
鎖
・
返
還
、
新
基
地
建
設
に
反

対
す
る
決
議
」
を
沖
縄
県
本
部
富

山
代
議
員
が
提
案
、
満
場
の
拍
手

で
こ
の
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。

新
任
役
員
紹
介

任
期
途
中
の
退
任
理
事
の
後
任

と
し
て
役
員
会
で
選
出
さ
れ
た
新

理
事
を
紹
介
し
た
。

北
村
良
平
（
四
国
・
高
知
）

野
田
那
智
子（
関
東
甲
・
退
連
）

加
藤
政
継
（
九
州
・
長
崎
）

長
野
直
實
（
九
州
・
宮
崎
）

退
任
役
員
に
感

謝
状
を
贈
呈

第
４１
回
総
会
後
、
任
期
中
途
で

退
任
さ
れ
た
理
事
を
紹
介
し
福
田

新
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

山
端
政
雄
（
四
国
・
香
川
）

佐
藤
晴
男
（
九
州
・
大
分
）

森
崎
晴
志
（
九
州
・
鹿
児
島
）

木
村

寛
（
関
東
甲
・
退
連
）

鈴
木
孝
子
（
関
東
甲
・
退
連
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
の
披
露

・
衆
議
院
議
員：

照
屋
寛
徳
さ
ん
、
若
井
や
す
ひ

こ
さ
ん

・
参
議
院
議
員：

相
原
久
美
子
さ
ん
、
又
市
征
治

さ
ん
、
吉
田
忠
智
さ
ん

・
祝
電

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

取
締
役
社
長

永
野
毅
さ
ん

内
、
相
原
久
美
子
さ
ん
と
吉
田

忠
智
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
上
げ
て
披
露
し
た
。

報
告
事
項

経
過
報
告

①
組
織
に
つ
い
て
、
②
機
関
運
営

に
つ
い
て
、
③
政
治
・
社
会
保
障

な
ど
の
諸
課
題
と
行
動
、
④
学
習

会
、
⑤
福
利
厚
生
活
動
に
つ
い

て
、
⑥
加
盟
・
提
携
団
体
、
６
項

目
で
経
過
報
告
が
さ
れ
た
。
追
加

費
用
問
題
に
つ
い
て
の
質
疑
答
弁

が
行
わ
れ
た
の
ち
、
満
場
の
拍
手

で
経
過
が
承
認
さ
れ
た
。

【
質
問
】

年
金
の
追
加
費
用
削
減
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

【
本
部
答
弁
】

０６
年
の
法
案
検
討
の
段
階
か
ら

自
治
退
は「
追
加
費
用
削
減
反
対
」

を
鮮
明
に
し
、
地
公
退
や
そ
の
他

の
共
済
関
連
施
設
と
連
携
し
て
可

能
な
限
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

怒
り
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
給
者
の

皆
さ
ん
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
主

張
も
い
さ
さ
か
も
変
え
な
い
。

会
計
関
係
報
告

２
０
１
３
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
報
告
、
藤
田
会
計
監
査
よ

り
会
計
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

自
治
労

森
書
記
次
長

自
治
労
と
し
て
一
定
の
政
治
的

力
量
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
脱
原
発
の
運
動
や
特
定
秘
密

保
護
法
案
、
憲
法
改
正
な
ど
の
動

き
を
見
据
え
、運
動
を
強
め
る
。

退
職
者
連
合

阿
部
会
長

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
に
寄

り
添
っ
て
、
退
職
者
連
合
全
体
と

し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
秘

密
保
護
法
案
は
「
廃
案
」
し
か
な

い
。
介
護
保
険
改
悪
に
反
対
し
退

職
者
連
合
は
４７
都
道
府
県
で
自
治

体
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
自

治
退
の
み
な
さ
ん
が
リ
ー
ド
を
。

都
市
交
退
協

塩
田
会
長

来
年
は
「
自
治
退
」
の
旗

の
下
で
運
動
展
開
を

都
市
交
退
は
今
日
決
ま
る
方
針

の
も
と
に
、来
年
は
文
字
通
り「
自

治
退
」
の
旗
の
下
に
運
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
申
し
上

げ
る
。

自
治
退
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重

ね
昨
日
正
式
に
統
合
合
意
書
に
調

印
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
れ
か
ら

自
治
退
の
都
道
府
県
本
部
と
詳
細

協
議
に
入
っ
て
い
く
が
、
今
日
以

降
の
対
話
に
つ
い
て
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

来
年
は
自
治
退
の
総
会
に
、
私

ど
も
の
新
し
い
仲
間
が
き
っ
と
出

席
す
る
と
思
う
の
で
、「
同
じ
釜
の

飯
を
喰
う
」
と
い
う
立
場
で
は
共

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

参
議
院
議
員

江
崎
孝
議
員

自
治
労
共
済

的
場
清
已
副
理
事
長

自
治
労
宮
城
県
本
部

佐
々
木
安
夫
委
員
長

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

榑
林
英
一
郎
広
域
法
人
部
長

自
治
退
は
１１
月
１４
日
に
第
４２
回
定
期
総
会
を
仙
台
市
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

総
会
は
代
議
員
・
傍
聴
で
４
８
０
人
が
参
加
し
、
開
催
に
先
立
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
全
員
で
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た
。議
長
団
に
石
川（
宮
城
）、手
塚（
静
岡
）の
両
代
議
員
を
選
出
し
進
行
し
、自
治
労
や
退
職
者

連
合
の
代
表
な
ど
多
く
の
来
賓
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
の
ち
、経
過
報
告
・
会
計
報
告
を
承
認
し
た
後
、運
動
方
針
、

予
算
、
組
織
統
合
な
ど
の
５
議
案
を
決
定
し
、
特
別
決
議
、
総
会
宣
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
閉
会
し
た
。

今
次
総
会
は
、
都
市
交
退
協
と
の
組
織
統
合
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
、
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
一
層

の
組
織
と
運
動
の
強
化
を
め
ざ
す
歴
史
的
総
会
と
な
っ
た
。

自
治
体
退
職
者
会
第
４２
回
定
期
総
会
開
催

都
市
交
退
協
と
の
組
織
統
合
を
決
定

新
し
い
仲
間
を
迎
え
組
織
と
運
動
の
強
化
を

組織統合合意書に調印した両会長

東
日
本
大
震
災
で
は
、
未
だ

に
３０
万
人
近
い
人
が
家
に
帰
れ

な

い

状

況

だ
。
１
日
も

早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
私
た
ち
も
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て
い
き
た
い
。

今
総
会
を
「
が
ん
ば
れ
東

北
」
を
合
言
葉
に
仙
台
で
開
催

し
た
。
ぜ
ひ
全
国
の
仲
間
の
み

な
さ
ん
は
こ
の
総
会
の
位
置
付

け
を
共
有
し
て
ほ
し
い
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
を
精
一

杯
取
り
組
み
、
相
原
久
美
子
さ

ん
を
上
位
当
選
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
と
も
に
喜
び
た
い
。

安
倍
政
権
は
、
憲
法
を
改
正

し
、
民
主
主
義
に
敵
対
す
る
秘

密
保
護
法
制
定
の
強
行
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
、
さ
ら

に
は
労
働
者
の
権
利
否
定
、
反

動
教
育
政
策
な
ど
を
進
め
て
お

り
、
反
対
の
取
り
組
み
を
強
め

た
い
。
介
護
保
険
制
度
や
後
期

高
齢
者
医
療
、
年
金
制
度
等
に

つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
こ
の
１

年
間
２５
万
自
治
退
に
向
け
努
力

し
て
き
た
が
、
射
程
内
に
入
っ

て
き
た
。
ぜ
ひ
引
き
続
き
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
都
市
交
退
の
皆
さ
ん

と
組
織
統
合
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
進
め
て

き
た
。

昨
日
、
来

年
の
６
月
１
日
ま
で
に
全
国
的

に
統
合
を
進
め
る
こ
と
で
都
市

交
退
の
塩
田
会
長
と
合
意
書
に

調
印
し
た
。
都
市
交
退
の
皆
さ

ん
に
は
自
治
退
の
一
員
と
し
て

来
年
以
降
は
大
き
く
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

福
田
会
長
あ
い
さ
つ

反
戦
・
平
和
、民
主
主
義
を
守
る
闘
い
を新規加盟単会

１３年度中に、１８単会１，１５１人が新たに
自治退に加盟した。

【新規加盟単会名】

北海道：別海町退職者の会、
自治労新得町退職者会

宮 城：自治労美里町職員組合退職者会
秋 田：仙北市職員退職者懇話会
栃 木：上三川町職員退職者会
茨 城：日立市職員労働組合けやきの会
東 京：自治労品川退職者会
神奈川：自治労海老名市職員労働組合退

職者会、神奈川県自治体労組書
記局労働組合退職者会

岐 阜：高山市労連退職者会
大 阪：摂津市職員労働組合連合会退職者会、

全国一般大阪地方労働組合退職者会
島 根：鹿足郡町村職員退職者会
山 口：全国一般山口地方労働組合きず

な会
香 川：多度津町役場職員組合退職者会
徳 島：美馬市退職者会
宮 崎：えびの市役所職員労働組合退職

者会、高千穂町役場退職者会

・・・・２０１４年１月６日 ［旬刊（１の日発行）・１９５４年４月１７日第三種郵便物認可］号外（２）
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実
質
改
憲
が
進
む

何
が
秘
密
か
秘
密

法
律
の
政
治
的
意
味

介
護
保
険
制
度
は
、「
介
護
の
社

会
化
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ

ス
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、「
公
費

・
保
険
料
・
自
己
負
担
」
を
財
源

と
す
る
社
会
連
帯
の
仕
組
み
と
し

て
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
要
支
援

の
再
編
と
予
防
給
付
新
設
、
地
域

支
援
事
業
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
創
設
、
給
付
抑
制
に
よ
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
硬
直
と
混
乱
、
報

酬
改
定
毎
の
報
酬
引
き
下
げ
な

ど
、
財
政
論
に
引
き
ず
ら
れ
た
右

往
左
往
を
重
ね
て
き
た
。
し
か

し
、
制
度
発
足
後
１３
年
間
で
、
介

護
保
険
の
認
定
者
数
は
２
１
８
万

人
か
ら
５
３
３
万
人
に
、
総
費
用

も
３
・
６
兆
円
か
ら
９
・
４
兆
円

へ
と
急
増
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

介
護
保
険
制
度
が
高
齢
者
福
祉
の

中
で
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
を
、
今
後

更
に
進
行
す
る
超
高
齢
社
会
の
中

で
ど
う
維
持
・
改
善
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
介
護
保
険
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
高
齢
者
の
居
住
の

場
の
確
保
や
医
療
・
介
護
連
携
、

地
域
で
の
見
守
り
・
支
援
の
仕
組

み
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
が
今

次
制
度
改
革
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
は
不
可
欠
だ
が

「
給
付
抑
制
と
利
用
者
負
担
増
」
は
大
き
な

問
題

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

は
昨
年
８
月
６
日
に
最
終
報
告
書

を
政
府
に
提
出
し
た
が
、
介
護
保

険
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
「
給
付

の
重
点
化
・
効
率
化
」
の
提
言
を

行
な
っ
た
。
昨
年
８
月
以
降
の
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
の

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
の
検
討

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
基
本
課
題
と
し
な
が
ら

も
、
こ
の
国
民
会
議
の
命
題
に
規

定
さ
れ
、
具
体
的
な
制
度
見
直
し

の
テ
ー
マ
は
「
給
付
抑
制
と
利
用

者
負
担
引
き
上
げ
」
が
中
心
と
な

っ
た
。

【
審
議
会
の
主
要
検
討
テ
ー
マ
】

①
要
支
援
認
定
者
を
保
険
給
付
対

象
か
ら
除
外
し
市
町
村
の
地
域

支
援
事
業
に
移
行
、
多
様
な
事

業
主
体
の
活
用

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

を
「
介
護
度
３
以
上
へ
限
定
」

③
医
療
・
介
護
連
携
を
強
め
た
地

域
包
括
ケ
ア
の
推
進
と
事
業
者

指
定
権
限
の
市
町
村
へ
の
移
譲

④
利
用
者
負
担
の
見
直
し
（
一
定

所
得
以
上
利
用
者
へ
の
２
割
負

担
導
入
）

⑤
介
護
施
設
入
所
者
へ
の
補
足
給

付
の
見
直
し
、
居
住
用
資
産
の

勘
案

自
治
退
は
、
退
職
者
連
合
に
結

集
し
、
介
護
保
険
の
基
本
理
念
で

あ
る
介
護
の
社
会
化
、
介
護
予
防

の
推
進
の
視
点
か
ら
、
要
支
援
者

の
介
護
保
険
か
ら
の
除
外
や
特
養

入
所
者
の
限
定
に
反
対
し
、
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
支
援

す
る
制
度
改
革
に
向
け
、
介
護
・

医
療
・
福
祉
・
住
宅
な
ど
の
政
策

連
携
に
よ
る
真
の
地
域
包
括
ケ
ア

改
正
の
整
備
を
求
め
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
た
め
の
厚
労
省
要
請

や
現
役
連
合
と
連
携
し
て
社
保
審

の
連
合
委
員
を
通
じ
た
意
見
反
映

に
取
り
組
ん
だ
。

軽
度
者
へ
の
介
護
給
付
こ
そ
保
険
財
政
の
悪

化
防
止
策
、
要
支
援
の
介
護
給
付
を
維
持

し
、
介
護
予
防
の
充
実
を

《
私
た
ち
の
主
要
な
主
張
は
》

①
介
護
保
険
か
ら
の
要
支
援
者
の

除
外
、
地
域
支
援
事
業
へ
の
移

行
に
反
対
す
る
。

要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
は
、
重

度
化
防
止
の
観
点
か
ら
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
で

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
全
体
の
２７
％

以
上
（
１
５
０
万
人
）
を
超
え
て

い
る
。
一
方
介
護
給
付
費
に
占
め

る
割
合
は
６
％
程
度
で
あ
り
、
保

険
給
付
か
ら
除
外
し
て
も
財
政
効

果
は
薄
い
。
軽
度
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
で
将
来
的
に
重
度
化

が
進
み
、
財
政
負
担
は
逆
に
一
層

過
重
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。

②
厚
労
省
は
、「
現
要
支
援
者
は
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行
後
も

�
現
行
相
当
�サ
ー
ビ
ス
を
保

障
」と
説
明
す
る
が
、
運
営
基

準
や
人
員
基
準
が
緩
和
さ
れ
、

報
酬
設
定
も
自
由
化
さ
れ
る
中

で
、
従
来
通
り
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
量
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
困

難
③
住
民
の
互
助
組
織
や
当
事
者
参

加
を
含
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
用
に
よ
る
多
様
な
生
活

支
援
事
業
の
展
開
に
は
異
論
は

な
い
が
、
要
支
援
認
定
者
に
は

基
本
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
一
定
の

質
と
量
の
確
保
が
必
要
。
地
域

の
条
件
に
よ
っ
て
水
準
の
格
差

は
許
さ
れ
な
い
。

④
特
養
入
所
の
「
中
重
度
限
定
」

の
前
提
条
件
は
、
在
宅
で
の
医

療
・
介
護
体
制
の
整
備
・
拡

充
。

特
養
入
所
希
望
が
増
大
す
る
背

景
に
、
高
齢
者
自
身
の
在
宅
で
の

介
護
や
看
護
へ
の
不
安
が
あ
る
。

特
養
へ
の
入
口
を
塞
ぐ
前
に
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
訪
問
や

通
所
、
小
規
模
多
機
能
施
設
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
が
前
提

的
に
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
低
所
得
・
要
援
護
高
齢

者
等
へ
の
居
住
支
援
が
極
め
て
脆

弱
で
、
結
果
的
に
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

の
跋
扈
を
許
し
て
い
る
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住
の
場

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
利
用
者
負

担
率
の
引
き
上
げ
や
居
住
用
財

産
の
取
り
崩
し
は
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
利
用
抑
制
に
つ
な
が
り

反
対
す
る
。

⑥
「
安
心
と
信
頼
の
介
護
」
を
支

え
て
い
る
の
は
介
護
労
働
者
。

介
護
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条

件
の
改
善
に
向
け
、
報
酬
改
定

だ
け
で
な
く
確
実
に
介
護
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
施

策
の
実
現
は
、
安
定
的
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
と
っ
て
も

不
可
欠
な
条
件
。

地
域
生
活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現

を
め
ざ
し
退
職
者
連
合
に
結
集
し
、
自
治
体

行
動
に
取
り
組
も
う

こ
う
し
た
動
向
の
中
で
退
職
者

連
合
は
、「
高
齢
者
の
尊
厳
の
保

持
、
介
護
の
社
会
化
」
を
基
本
に

「
対
自
治
体
要
求
指
針
」
を
決
定

し
、
各
県
高
退
連
に
対
自
治
体
要

請
行
動
の
実
施
を
発
文
し
た
。

今
回
の
制
度
改
革
の
基
本
課
題

は
「
在
宅
ケ
ア
体
制
の
強
化
」
に

あ
り
、
そ
の
た
め
の
介
護
・
医
療

連
携
を
含
め
た
地
域
包
括
ケ
ア
の

強
化
、
市
町
村
へ
の
権
限
と
財
源

の
移
譲
等
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
現
状
で
も
介
護
保
険
事
業
の

地
域
格
差
が
問
題
視
さ
れ
る
中

で
、
ま
さ
に
市
町
村
の
真
価
が
問

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
退
職
者
連

合
の
自
治
体
交
渉
は
こ
う
し
た
動

向
で
の
市
町
村
の
基
本
姿
勢
を
問

う
も
の
で
も
あ
る
。

年
末
に
出
さ
れ
た
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
の
報
告
書

は
、
財
政
基
盤
の
抜
本
改
革
を
回

避
し
、
給
付
抑
制
と
負
担
増
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
改
革
の

基
本
理
念
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
構
築
」を
掲
げ
な
が
ら
、実
質

は
自
治
体
に
財
政
支
出
抑
制
を
強

要
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
自

治
体
へ
の
責
任
転
嫁
で
し
か
な

い
。今

次
の
介
護
保
険
制
度
見
直
し

へ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
の
報
酬

改
定
や
自
治
体
の
介
護
事
業
計
画

策
定
期
ま
で
続
く
連
続
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
退
職
者
連
合
に
結

集
し
、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域

・
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を

支
え
る
介
護
保
険
制
度
・
高
齢
者

福
祉
施
策
の
確
立
」
に
向
け
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

住
み
慣
れ
た
地
域
・
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

高
齢
者
の
尊
厳
と
安
心
を
支
え
る
介
護
保
険
制
度
の
確
立
を

実
質
改
憲
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
憲
法
の
条
文
改
悪
が
国
内
外

の
支
持
を
得
に
く
い
と
み
た
安
倍

政
権
は
「
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
に
よ
り
、
憲
法

第
９
条
を
事
実
上
廃
絶
」「
特
定
秘

密
保
護
法
に
よ
り
、
憲
法
第
２１
条

�
表
現
の
自
由
�
を
事
実
上
廃

絶
」
す
る
こ
と
で
、
自
民
党
改
憲

案
の
肝
の
部
分
を
実
質
的
に
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
稀
代
の
悪
法
が
、
保
護
し

よ
う
と
す
る
「
秘
密
」
と
は
一
体

何
か
。
１２
月
ま
で
行
わ
れ
た
臨
時

国
会
の
審
議
の
最
後
ま
で
「
特
定

秘
密
」
の
定
義
、
基
準
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
そ
の

点
に
、
こ
の
悪
法
の
本
質
が
あ
り

ま
す
。

特
定
秘
密
保
護
法
案
第
三
条

は
、
保
護
対
象
を
「
そ
の
漏
え
い

が
我
が
国
の
安
全
保
障
に
著
し
い

支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
特
に
秘
匿
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
も
の
」
と
し
て
お
り
、
こ

れ
ほ
ど
、
法
主
旨
の
核
心
が
あ
い

ま
い
な
法
案
は
前
例
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ

の
あ
い
ま
い
な
基
準
を
「
補

完
」
す
る
た
め
、
政
令
で
第
１
号

＝

防
衛
に
関
す
る
事
項
、
第
２
号

＝

外
交
に
関
す
る
事
項
、
第
３
号

＝

外
国
の
利
益
を
図
る
目
的
で
行

わ
れ
る
安
全
脅
威
活
動
の
防
止
に

関
す
る
事
項
、
第
４
号＝

テ
ロ
活

動
防
止
に
関
す
る
事
項
と
い
う
４

類
型
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
「
防
衛
」「
外
交
」
に
関
す
る
重

要
事
項
を
一
部
の
官
僚
と
一
部
の

政
治
家
に
委
ね
て
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。「
防
衛
」「
外
交
」
は
、
決
ま

っ
て
し
ま
っ
た
後
で
国
民
が
知
っ

た
の
で
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
重
大
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
を
一

部
の
者
が
独
占
す
る
こ
と
を
禁
じ

る
法
律
が
あ
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い

で
す
。
い
ず
れ
の
国
の
戦
争
も
、

そ
の
国
に
住
む
人
へ
の
情
報
操
作

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
日
本
が
行
っ
た
先
の
戦
争
で

も
、「
軍
機
」「
極
秘
」
と
い
う
情
報

隠
蔽
と
情
報
操
作
に
よ
り
立
ち
戻

る
こ
と
の
で
き
な
い
所
ま
で
国
を

運
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

類
型
３
号
の
「
安
全
脅
威
活

動
」
に
至
っ
て
は
秘
密
指
定
の
範

囲
が
無
限
に
近
い
概
念
で
す
。
国

会
の
法
案
審
議
の
過
程
で
も
、
こ

の
「
安
全
脅
威
活
動
」
が
一
体
何

な
の
か
政
府
は
答
弁
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
ロ
と
も

違
う「
安
全
に
対
す
る
脅
威
の（
お

そ
れ
の
あ
る
）
活
動
」
と
は
一
体

何
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
類
型
が
、

市
民
や
労
働
組
合
が
行
う
、
政
治

活
動
、
政
治
的
意
見
の
表
明
、
反

政
府
的
主
張
、
報
道
の
全
般
で
あ

る
こ
と
が
に
じ
み
出
て
き
ま
し

た
。
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
隠
然
と
行
っ
て
き
た
公

安
調
査
の
行
動
と
情
報
を
い
っ
そ

う
秘
密
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

３
号
の「
安
全
脅
威
活
動
」で
す
。

類
型
４
号
の
「
テ
ロ
活
動
」
を
口

実
に
原
発
情
報
も
秘
密
に
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
の
政
治
的
意
味
は
第

一
に
国
民
の
知
る
権
利
の
否
定
で

す
。
国
民
の
政
治
参
加
の
基
礎

は
、
国
の
持
つ
情
報
を
知
る
権
利

で
す
。
国
が
国
民
に
知
ら
せ
な
い

権
利
を
法
制
化
す
る
こ
と
は
国
民

主
権
の
否
定
で
す
。

第
二
に
、
国
会
の
国
政
調
査
権

に
制
限
を
加
え
、
国
会
の
空
洞
化

を
も
た
ら
し
ま
す
。

第
三
に
、
行
政
、
立
法
、
司
法

の
三
権
分
立
と
い
う
民
主
主
義
の

原
則
の
根
幹
を
損
な
い
か
ね
な
い

危
険
性
を
持
っ
て
い
る
点
で
す
。

過
去
の
防
衛
に
絡
む
情
報
漏
え
い

事
件
裁
判
で
も
関
連
文
書
は
黒
塗

り
と
な
り
、
法
廷
に
提
出
さ
れ
ま

せ
ん
。
情
報
を
行
政
が
か
か
え
込

み
、
司
法
、
立
法
が
立
ち
入
れ
な

い
な
ら
ば
、
行
政
権
が
暴
走
し
ま

す
。第

四
に
、
罪
刑
法
定
主
義
の
根

幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
す
。
罪
の

基
準
と
定
義
が
あ
い
ま
い
な
も
の

を
罪
に
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
は

ず
で
す
。
侵
し
て
は
な
ら
ぬ
秘
密

が
何
な
の
か
が
秘
密
の
ま
ま
で
は

被
告
に
は
防
御
手
段
が
あ
り
ま
せ

ん
。
逆
に
言
え
ば
国
は
根
拠
を
示

さ
ず
国
民
を
罰
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
で
す
。

第
五
に
、
秘
密
を
漏
ら
し
た
公

務
員
お
よ
び
そ
れ
を
知
得
し
た
者

に
対
す
る
重
刑
で
す
。
報
道
機
関

の
取
材
活
動
だ
け
で
な
く
、
行
政

を
監
視
す
る
市
民
運
動
も
罪
に
問

わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
国
民
の
不
利

益
に
対
す
る
内
部
告
発
な
ど
は
非

合
法
に
な
り
、
国
会
審
議
で
の
約

束
な
ど
吹
き
飛
ぶ
秘
密
主
義
・
報

道
の
委
縮
が
横
行
し
ま
す
。

第
六
に
、
特
定
秘
密
を
取
り
扱

う
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
公
私
を

問
わ
ず
調
査
し
管
理
す
る
「
適
性

評
価
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
秘
密

を
取
り
扱
う
人
へ
の
思
想
統
制
、

差
別
人
権
侵
害
が
起
こ
り
ま
す
。

制
度
と
し
て
の
「
マ
ッ
カ
ー
シ
ー

旋
風
」
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

第
七
に
、
外
交
に
お
け
る
秘
密

交
渉
を
公
式
に
許
す
も
の
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
秘
密
外

交
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
典
型
で
あ
る
沖
縄
返
還
協
定
に

関
わ
る
密
約
な
ど
も
完
全
に
正
当

化
さ
れ
ま
す
。

第
八
に
、
来
春
政
府
に
よ
っ
て

提
案
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
国
家
安
全

保
障
基
本
法
の
基
盤
と
し
て
、
先

行
し
て
日
米
軍
事
同
盟
の
「
軍
事

機
密
」
の
た
め
に
運
用
さ
れ
ま

す
。
海
外
で
の
自
衛
隊
行
動
を
ベ

ー
ル
に
隠
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
に

新
た
な
緊
張
を
も
た
ら
す
も
の
で

す
。し
か
し
、当
の
ア
メ
リ
カ
は
、

「
同
盟
国
」
と
言
わ
れ
る
友
邦
に

さ
え
盗
聴
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
同
盟
国
」首
相
へ
の
盗
聴
を
許
し

て
、
市
民
に
情
報
統
制
を
強
い
る

社
会
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
主
義
を
否
定
す
る
特
定
秘
密
保
護
法
、

実
質
改
憲
に
反
対
し
ま
し
ょ
う

特
定
秘
密
保
護
法
が
圧
殺
す
る
民
主
主
義

戦
前
回
帰
の
扉

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
訴
え
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